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戦
争
・
国
家
・
軍
縮
・
不
況
・
資
本
主
義
・
食
糧
・
農
業
・
国
策
・
権
益
・
官
僚
・
民
営
化
・
選
挙
・

反
権
力
・
男
女
・
合
理
化
・
労
働
・
格
差
・
教
育
・
皇
国
・
宗
教
・
信
仰
・
医
療
・
社
会
事
業

そ
の

〝火
を
噴
く〟

言
説
に
現
代
日
本
へ
の
警
鐘
を
聴
く
！

◆
不
正
を
暴
き
、
不
合
理
を
非
難
し
、
国
策
を
論
じ
、
国
民

を
鼓
舞
し
、
弱
者
・
大
衆
の
た
め
の
社
会
建
設
に
向
け
、
紙

上
で
ペ
ン
を
、
壇
上
で
熱
弁
を
振
る
い
、
行
動
実
践
し
た
熱

血
の
「
新
聞
人
」
が
、
い
ま
初
め
て
姿
を
現
わ
し
た
。

●
萬
朝
報
社
社
長　
昭
和
3
～
11
年

こ
の
間
数
度
の
〝
発
売
禁
止
〟
を
受
け
る
。

◆
そ
の
舌
鋒
の
矛
先
は
、
100
年
前
の
世
界
で
あ
り
な
が
ら
、

現
代
日
本
と
日
本
人
へ
向
け
た
言
説
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
、

鋭
く
、
具
体
的
で
傾
聴
に
値
す
る
提
言
に
満
ち
て
い
る
。

戦
後
80
年
・
昭
和
100
年

い
ま
読
む
時
が
訪
れ
た
。

い
ま
読
む
時
が
訪
れ
た
。

＊
日
本
近
現
代
史
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
加
わ
る
！
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一 

反
骨
の
新
聞
人
・
長
谷
川
善
治
の
生
涯
社
会
運
動
と
弟
・
良
信
と
の
関
わ
り

二 

長
谷
川
善
治
の『
萬
朝
報
』社
長
時
代
の
言
説
と
行
動

昭
和
五
年
元
朝
に
お
け
る
社
長
善
治
の
演
説
と
萬
朝
報
社
の
事
業
計
画
／
社
長

善
治
の
火
を
噴
く
言
説
と
行
動

三 

反
骨
の
新
聞
人
・
長
谷
川
善
治
の
実
践
思
想
覚
書

善
治
の
生
得
的
思
想
性
／
「
水
戸
学
」の
思
想
的
影
響
／
自
著
『
皇
国
日
本
の
国

体
に
鑑
み
、
信
仰
政
治
の
国
策
を
提
唱
す
―
腐
敗
せ
る
官
民
等
の
戒
心
を
求
む
』

に
み
る
「
天
道
自
然
」
等
の
意
味
す
る
も
の

補
章 

『
萬
朝
報
』主
筆
在
任
中
の
長
谷
川
良
信
の
言
説
昭
和
四
～
六
年
中
頃

社
説「
言
論
」の
言
説
／
主
筆
・
長
谷
川
良
信
が
掲
げ
る「
萬
朝
報
の
精
神
」
／
「
ロ

ン
ド
ン
軍
縮
会
議
」
応
援
団
と
し
て
の
参
加

徹
底
し
た

〝闘
争〟

の
生
涯

一
人
の
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
惹
か
れ
る
善
治
序
・
刊
行
に
あ
た
っ
て（
抄
）

　

本
書
の
主
人
公
・
長
谷
川
善
治
は
著
者
の
父
〔
長
谷
川
良
信
一
八
九
〇
～

一
九
六
六
　

社
会
事
業
家
・
教
育
者
・
淑
徳

大
学
創
立
者
〕
方
の
叔
父
に
あ
た
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
私
の
誕
生
に
先
だ
つ
二
年
前
の

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
二
月
に
五
四
歳
で
没
し
て
い
る
。
わ
が
国
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す

る
前
夜
の
事
だ
。
生
前
の
善
治
に
つ
い
て
、
私
の
父
は
ほ
と
ん
ど
私
に
語
っ
て
い
な
い
。
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
と
も
思
え
る
が
、
元
来
父
良
信
は
、
幼
く
し
て
長
谷
川
家
を
出
て
、

茨
城
県
真
壁
郡
の
浄
土
宗
得
生
寺
に
養
子
と
し
て
入
籍
し
、
僧
侶
（
出
家
）
の
身
の
上
と
な
っ
た

か
ら
か
、
自
分
の
両
親
や
家
族
・
親
族
の
こ
と
を
あ
ま
り
語
る
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
故
に
著
者
に
と
っ
て
長
谷
川
善
治
は
、
叔
父
と
は
い
え
、
い
わ
ば
縁
遠
い
人
で
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
お
よ
そ
十
二
、三
年
前
の
こ
と
、
ふ
と
し
た
き
っ
か

け
か
ら
善
治
の
自
叙
伝
『
小
説
発
売
禁
止
』（
忠
誠
館
書
店
、
一
九
二
六
年
一
〇
月
）
を
手
に
取
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
読
み
進
め
る
に
と
も
な
い
、
そ
の
書
名
か
ら
も
想
起
さ
れ
る
破
天
荒
な

言
動
の
数
々
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
、
興
味
は
尽
き
な
か
っ
た
。
ま
た

一
方
で
、
善
治
（
四
男
）
の
弟
良
信
（
五
男
）
を
は
じ
め
長
谷
川
家
の
家
族
と
そ
の
周
辺

事
情
、
善
治
と
良
信
の
影
響
関
係
に
関
し
て
も
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
二
人
の
関
係
は
、一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
一
二
月
、善
治
が
「
萬
朝
報
社
」

の
社
長
に
就
任
す
る
と
、
仕
事
の
上
で
も
一
層
深
ま
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
年
二
〇
二
五
年
は
「
戦
後
八
〇
（
昭
和
一
〇
〇
年
）」
の
年
に
当
た
る
。〔
…
〕

現
代
日
本
の
状
況
を
戦
争
に
対
す
る
危
機
意
識
と
い
う
視
点
か
ら
、
歴
史
の
鑑
に

照
ら
し
て
、
本
書
が
対
象
と
す
る
一
九
三
〇
年
代
の
善
治
の
言
説
と
行
動
を
観
察

す
る
と
き
、
教
訓
と
す
べ
き
こ
と
が
ら
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

〈本書概要〉
＊詳細目次はホームページに掲載

長谷川善治 略年譜 （◎は弟・良信）〈参考〉

1888．茨城県西茨城郡（現・笠間市）生れ。病弱の父、家
出する母、早逝する兄弟の中、若年より行商や会社経
営で家を支えながら、貧家子弟の教育に情熱を注ぐ。
〈1892．黒岩涙香『萬朝報』創刊〉

1905（18 歳）．日比谷公園焼打ち事件に加わる。
1911（24 歳）．雑誌『茨城萬報』刊行、日立鉱山煙毒
事件追及で新聞紙法違反、罰金刑。◎良信：マハヤナ
学園創立（1919）。〈シベリア出兵〉
1920（33 歳）．12 月、シベリアへ渡る（～翌年 1月）。
1921（34 歳）．水戸中学校同盟休校（ストライキ）事件、檄
文撒布を図るが警官に阻止される。衆議院議員、水
戸市議会議員選挙に立候補するが落選、対立候補策
動で収監される。〈1923 関東大震災〉
1925（38 歳）．『常野毎日新聞』発刊。
1926（39 歳）．自叙伝『小説 発売禁止』刊行。
1928・昭和 3（41 歳）．萬朝報社社長となり、以後『萬
朝報』紙上で政治・経済・社会・教育等に “火を噴く”
言説を展開（数度の “発禁”）、また諸社会事業、無産
者のための病院設立、新聞人のための事業等を旺盛
に企画展開。◎良信：1929.4『萬朝報』主筆となり社会
事業他多角的に論説を発表（～ 31 年 9月）。
1930（43 歳）．ロンドン軍縮会議（良信・主筆として随伴）、
台湾霧社事件、朝鮮間島問題に社員派遣。〈昭和恐慌〉
◎良信：財団法人大乗学園設立（1931）。〈満洲事変〉
1934（47 歳）．『維新の快挙と水戸思想』編集発行。
1935（48歳）．水戸に青年修養道場「天農義塾」開設。『皇
国日本の国体に鑑み、信仰政治の国策を提唱す』刊行。
1936（49歳）．萬朝報社社長辞任。〈1940．『萬朝報』廃刊〉
1941・昭和 16．病没（54歳）。
◎良信：1965．淑徳大学創立。1966・昭和41．遷化（76歳）。


